
倴倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰

倴
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

倴倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰

倴
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

年代別の緑内障有病率
％

（注）日本緑内障学会の資料を基に作成
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70605040歳代

働
安
全
衛
生
法
で
事
業
者
が
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
行
う
よ
う

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
視

力
検
査
の
み
。
日
本
の
自
動
車

免
許
の
取
得
や
更
新
基
準
に
照

ら
し
て
も
、
視
力
が
良
け
れ
ば

免
許
の
取
得
・
更
新
が
可
能
な

た
め
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
目
の
病
気
の
発
見
と

対
策
に
は
、
事
業
者
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
な

る
。

ち
、
９
割
が
無
自
覚
、
無
治
療

と
の
デ
ー
タ
も
あ
る
。
ま
た
、

運
転
時
の
感
覚
と
し
て
、
比
較

的
重
症
の
緑
内
障
患
者
を
含
め

た
64
％
が
特
に
不
安
を
感
じ
た

り
、
見
え
づ
ら
さ
を
自
覚
し
た

り
す
る
こ
と
な
く
、
「
運
転
に

問
題
は
な
い
」
「
正
常
に
見
え

て
い
る
」
と
思
い
込
ん
で
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。

緑
内
障
を
発
見
す
る
に
は
眼

科
検
診
が
必
要
に
な
る
が
、
労

は
良
い
ま
ま
だ
っ
た
り
す
る
た

め
、
自
覚
す
る
こ
と
が
難
し

い
。日

本
緑
内
障
学
会
（
庄
司
信

行
理
事
長
）
の
調
査
に
よ
る

と
、
40
歳
以
上
の
日
本
人
の
推

定
有
病
者
は
４
９
０
万
人
に
上

り
、
70
歳
以
上
に
な
る
と
、
実

に
９
人
に
１
人
が
緑
内
障
を
抱

え
て
い
る
と
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
、
検
査
に
よ
っ
て

発
見
さ
れ
た
緑
内
障
患
者
の
う

だ
。
視
野
が
だ
ん
だ
ん
と
狭
く

な
っ
て
い
く
病
気
で
、
視
野
の

中
心
は
見
え
て
い
た
り
、
視
力

日
本
人
の
視
覚
障
害
（
視
力

障
害
・
視
野
障
害
）
の
原
因
と

し
て
、
最
も
多
い
の
が
緑
内
障

な
い
の
で
は
、
と
受
診
し
た
と

こ
ろ
緑
内
障
が
発
覚
し
、
視
野

の
下
方
が
見
え
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た｣

と
説
明
す
る


そ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
接
触
事

故
を
起
こ
す
前
に
も
対
物
事
故

を
起
こ
し
て
い
た
と
い
う
。
重

大
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
原
因
に
則
し
た
適
切
な
対

策
が
必
要
と
な
る
。
國
松
氏

は
、
職
業
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す

る
「
眼
底
検
査
」
の
積
極
的
な

受
診
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

「
眼
圧
の
上
昇
が
緑
内
障
の

原
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
眼
圧
が
正
常
で
も
緑
内
障

の
可
能
性
は
あ
る
。
眼
底
検
査

は
職
業
ド
ラ
イ
バ
ー
に
多
い
糖

尿
病
網
膜
症
と
い
っ
た
視
覚
障

害
の
発
見
に
も
つ
な
が
る
。
小

さ
な
事
故
で
も
検
診
を
受
け
て

み
て
、
早
期
に
病
気
を
発
見
で

き
れ
ば
、
定
期
検
査
や
適
切
な

治
療
を
す
る
こ
と
で
運
転
寿
命

を
延
ば
せ
る
」

24
年
10
月
に
「
自
動
車
事
故

報
告
書
等
の
取
扱
要
領
」
が
一

部
改
正
さ
れ
、

年
４
月
か
ら

は
自
動
車
運
送
事
業
者
が
重
大

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
事
故

前
後
の
視
野
障
害
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
の
受
診
状
況
に
つ
い

て
報
告
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
眼
底
検
査
な
ど
の
検
診
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

本
人
は
『
脇
見
を
し
て
い
た
』

と
な
っ
て
し
ま
う
」
と
話
す
。

更
に
、
「
あ
る
職
業
ド
ラ
イ

バ
ー
が
バ
イ
ク
と
接
触
し
た
事

故
事
例
で
は
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
を
見
た
他
の
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
『
不
注
意
す
ぎ
て
お
か

し
い
』
と
い
う
指
摘
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
眼
鏡
が
合
っ
て
い

取
り
組
み
に
携
わ
り
、
緑
内

障
な
ど
の
視
野
障
害
を
持
つ
患

者
に
向
け
、
日
本
で
初
め
て

「
運
転
外
来
」
を
開
設
し
た
西

葛
西
・
井
上
眼
科
病
院
の
國
松

志
保
副
院
長
は
「
も
し
潜
在
的

に
視
野
障
害
を
持
っ
て
い
る
ド

ラ
イ
バ
ー
が
事
故
を
起
こ
し
て

も
、
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

国
土
交
通
省
は
２
０
２
２
年

に
「
自
動
車
運
送
事
業
者
に
よ

る
視
野
障
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
策
定
し
、
眼
科
の
検
診

や
治
療
を
促
し
て
い
る
ほ
か
、

眼
科
検
診
普
及
に
向
け
た
モ
デ

ル
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

原
因
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い

状
態
だ
。

須
之
内
社
長
は
「
作
業
員
と

し
て
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の

か
、
万
が
一
の
時
に
保
険
が
利

く
の
か
な
ど
も
含
め
て
、
今
後

ど
う
す
る
の
か
は
難
し
い
判
断

に
な
る
」
と
話
す
。

健
康
起
因
事
故
の
件
数
は
こ

こ
数
年
、
高
止
ま
り
し
て
お

り
、
視
覚
障
害
も
そ
の
要
因
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
対
策
を
打
ち
、
ド
ラ

イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
運
転
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
は
、
人
手
不

足
に
あ
え
ぐ
運
送
業
界
に
と
っ

て
、
事
故
を
防
止
し
な
が
ら
労

働
力
を
確
保
で
き
る
有
効
な
取

り
組
み
と
言
え
る
。

ト
ラ
ッ
ク
業
界
全
体
の
認
知

を
広
め
る
た
め
の
継
続
的
な
呼

び
掛
け
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ

ー
に
定
期
的
な
検
診
を
促
す
た

め
の
事
業
者
の
積
極
的
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。

50
歳
台
前
半
で
、
脳
・
心
臓
疾

患
な
ど
加
齢
に
よ
る
運
転
業
務

へ
の
影
響
な
ど
、
リ
ス
ク
管
理

が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
山
田

哲
総
務
次
長
は
「
緑
内
障
な
ど

の
視
野
障
害
は
、
本
人
以
外
か

ら
見
た
他
覚
症
状
が
な
い
。
自

覚
を
促
す
た
め
に
眼
底
検
査
は

必
須
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

ま
た
、
エ
ム
エ
ス
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
須
之
内
良
多
社

長
、
埼
玉
県
久
喜
市
）
は
、
グ

ル
ー
プ
会
社
に
勤
務
す
る
40
代

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
視
野
の
違
和

感
を
訴
え
た
こ
と
か
ら
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
か
ら
離
れ
、

事
務
処
理
な
ど
の
業
務
に
回
っ

て
い
る
。

健
康
診
断
で
は
特
に
問
題
は

見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
当
初
は

脳
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題

を
疑
っ
た
が
、
最
終
的
に
目
の

血
管
が
詰
ま
っ
て
い
る
可
能
性

に
た
ど
り
着
い
た
。
５
月
に
再

検
査
を
控
え
て
お
り
、
症
状
の

が
あ
る
。
同
社
で
は
ド
ラ
イ
バ

ー
職
以
外
に
、
物
流
セ
ン
タ
ー

で
の
構
内
作
業
も
あ
る
た
め
、

労
働
者
の
適
性
に
合
わ
せ
た
職

種
に
転
向
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
事
故
の
リ
ス
ク
を
低
減
し

て
い
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
平
均
年
齢
は

は
、
22
年
度
は
１
２
１
人
中
19

人
、
23
年
度
は
１
１
７
人
中
14

人
、
24
年
度
は
１
１
７
人
中
22

人
。そ

の
中
で
、
視
野
障
害
な
ど

が
見
付
か
っ
た
65
歳
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
、
健
診
結
果
を
受
け
て

構
内
作
業
職
へ
異
動
し
た
事
例

常
南
通
運
（
岡
野
哲
也
社

長
、
千
葉
県
柏
市
）
は
、
千
ト

協
柏
支
部
の
集
団
健
診
で
眼
底

検
査
を
開
始
し
た
の
を
契
機

に
、
同
社
で
も
眼
底
検
査
を
採

用
し
た
。
40
歳
以
上
の
ド
ラ
イ

バ
ー
職
を
対
象
に
実
施
し
て
お

り
、
要
精
密
検
査
と
な
っ
た
の

を
受
け
る
と
、
そ
の
後
に
運
転

で
き
な
く
な
る
」
と
い
っ
た
意

見
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
声
に
対

し
、
國
松
氏
は
「
眼
底
検
査
は

無
散
瞳
で
行
え
る
所
が
多
く
、

検
査
は
短
時
間
で
済
む
。
と
に

か
く
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
だ
」
と
強
調
す
る
。
緑
内
障

や
眼
科
検
診
に
つ
い
て
、
粘
り

強
く
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

方
で
、
実
際
の
制
度
の
活
用
状

況
に
は
課
題
が
残
る
。
北
ト
協

で
は
24
年
度
の
申
請
件
数
は
25

年
２
月
時
点
で
４
件
に
と
ど
ま

り
、
栃
ト
協
で
は
問
い
合
わ
せ

も
少
な
く
、
交
付
実
績
は
い
ま

だ
に
な
い
。

事
業
者
に
話
を
聞
く
と
、
そ

も
そ
も
緑
内
障
の
症
状
を
知
ら

な
い
と
の
声
が
多
い
。
ま
た
、

「
検
診
を
受
け
る
時
間
が
な

い
」｢

散
瞳

さ
ん
ど
う(

瞳
を
開
く)

検
査

込
ん
で
い
る
。

受
診
に
当
た
っ
て
は
、
千
葉

県
ト
ラ
ッ
ク
健
康
保
険
組
合

（
池
田
和
彦
理
事
長
）
や
千
ト

協
（
池
田
会
長
）
か
ら
健
診
費

用
の
一
部
助
成
が
あ
り
、
こ
れ

を
活
用
し
て
い
る
。

他
地
域
で
も
助
成
金
の
設
置

や
検
討
を
行
う
動
き
が
あ
る
一

含
む
眼
科
検
診
に
加
え
、
医
師

が
必
要
と
判
断
し
た
追
加
の
検

診
に
つ
い
て
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー

１
人
に
つ
き
５
千
円
ま
で
、
事

業
者
ご
と
に
５
人
分
ま
で
費
用

を
補
助
す
る
。

千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
柏

支
部
（
岡
野
哲
也
支
部
長
）
は

22
年
10
月
に
実
施
し
た
集
団
健

康
診
断
か
ら
、
希
望
者
の
み
に

眼
底
検
査
を
追
加
し
た
。
伊
藤

宏
記
事
務
局
長
は
「
国
交
省
の

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ

た
こ
と
で
、
緑
内
障
な
ど
の
リ

ス
ク
を
認
識
し
、
支
部
役
員
か

ら
も
早
期
対
策
を
求
め
る
声
が

出
た
た
め
、
健
診
を
依
頼
し
て

い
る
病
院
に
相
談
し
た
」
と
い

う
。
簡
易
な
眼
底
検
査
の
存
在

を
知
り
、
す
ぐ
に
集
団
健
診
の

オ
プ
シ
ョ
ン
に
追
加
し
、
現
在

は
春
と
秋
の
メ
ニ
ュ
ー
に
組
み

事
業
者
の
眼
科
検
診
を
促
進

す
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
も

支
援
を
始
め
て
い
る
。

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
松

橋
謙
一
会
長
）
は
23
年
度
か

ら
、
会
員
企
業
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
眼
科
検
診
費
用
に
対
し
て
助

成
金
を
交
付
し
て
い
る
。
以
前

か
ら
脳
検
診
や
心
臓
ド
ッ
ク
な

ど
の
費
用
を
補
助
し
て
い
た

が
、
人
間
ド
ッ
ク
と
と
も
に
眼

科
検
診
も
対
象
に
加
え
た
。
40

歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象

と
し
、
眼
底
検
査
や
眼
圧
検
査

な
ど
を
受
け
た
際
、
１
万
円
を

上
限
に
費
用
の
２
分
の
１
を
助

成
す
る
。

栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
石

塚
安
民
会
長
）
で
も
24
年
度
か

ら
、
新
た
に
眼
科
検
診
受
診
助

成
金
の
交
付
を
始
め
た
。
視

力
、
眼
底
、
眼
圧
の
各
検
査
を

（
面
担

北
博
樹
）

不
注
意
す
ぎ
て
お
か
し
い


。
接
触
事
故
を
起
こ
し
た
車
両
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

見
た
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
言
葉
だ
。
事
故
を
起
こ
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
「
ぼ
ー
っ
と
し
て
い

た
」
「
脇
見
を
し
て
い
た
」
と
話
し
た
と
し
て
も
、
実
は
そ
も
そ
も
「
正
確
に
見
え
て
い
な

い
」
可
能
性
が
あ
る
。
視
野
が
欠
け
た
り
、
狭
く
な
っ
た
り
す
る
緑
内
障
な
ど
の
視
覚
障
害

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
症
状
に
無
自
覚
な
こ
と
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
て
運
転
を
続
け

れ
ば
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
ト
ラ
ッ
ク
業
界
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
野
障
害
対

策
が
進
ん
で
い
る
と
は
ま
だ
言
え
な
い
状
況
だ
が
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
眼
科
検
診
助
成
を
始
め

る
な
ど
、
事
故
防
止
対
策
と
し
て
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
徐
々
に
認
識
が
広
ま
っ
て
い
る
。

（
山
根
藍
利
、
佐
々
木
健
、
朽
木
崇
洋
）

「
小
さ
な
事
故
で
も
検
診
を
受

け
て
み
て
」
と
西
葛
西
・
井
上

眼
科
病
院
の
國
松
副
院
長

緑内障患者 国内490万人

｢

眼
底
検
査｣

積
極
的
受
診
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眼
科
検
診
費
用
を
助
成
北
ト
協
な
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受
診
後
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内
作
業
職
へ
常
南
通
運

ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
野
障
害
対
策

ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
野
障
害
対
策

札幌地区トラック協会 札幌北支部
支部長

<札幌市北区>

札幌地区トラック協会 札幌白石支部
支部長

<札幌市白石区>

札幌地区トラック協会 札幌中央支部
支部長

<札幌市中央区>

札幌地区トラック協会 札幌豊平支部
支部長

<札幌市豊平区>

札幌地区トラック協会 札幌西支部
支部長

<札幌市西区>

北海道フーズ輸送株式会社
会 長

<札幌市西区>

一般社団法人 札幌地区トラック協会
会 長

<札幌市東区>

札幌地区トラック協会 札幌東支部
支部長

<札幌市東区>

一般社団法人 旭川地区トラック協会
会 長

<北海道旭川市>

一般社団法人 十勝地区トラック協会
会 長

<北海道帯広市>

本間 雅実

中村 潤

田所 博利

野村 佳史

林 勇作

渡邊 英俊

渡邊 英俊

武田 秀一

湯野 信一

沢本 一輝

苫小牧地区トラック事業協同組合
理事長

<北海道苫小牧市>

室蘭地区トラック協会 苫小牧支部
支部長

<北海道苫小牧市>

青森輸送事業協同組合
理事長

<青森市>

（順不同）（順不同）

三協運輸株式会社
社 長

<青森市>

赤帽宮城県軽自動車運送協同組合
理事長

<仙台市宮城野区>

東北交通共済協同組合
理事長

<仙台市若林区>

東北トラッキング株式会社
社 長

<宮城県岩沼市>

森谷 哲嗣

門脇 考靖

木村 英敬

木村 英敬

新田 誠喜

大熊 杜生

中村 潤

第一梱包運輸株式会社
社 長

<宮城県名取市>

閖上トラック株式会社
社 長

<宮城県名取市>

株式会社 秋田市場運送
社 長

<秋田市>

ベア･ロジコ株式会社
社 長

<山形県天童市>

米沢合同運送株式会社
社 長

<山形県米沢市>

一般社団法人 茨城県トラック協会
会 長

<水戸市>

ヤマニ屋物流サービス株式会社
社 長

<茨城県境町>

菅井 洋志

針生美千子

赤上 信弥

本田 孝

武田 良宏

小倉 邦義

相良 拓弥

一般社団法人 栃木県トラック協会
会 長

<宇都宮市>

プリヴェ運輸株式会社
社 長

<宇都宮市>

株式会社 八下田陸運
社 長

<宇都宮市>

総合交通教育センター ドライビングアカデミー栃木
所 長

<栃木県那須塩原市>

一般社団法人 群馬県トラック協会
会 長

<前橋市>

群馬県トラック協会 前橋支部
支部長

<前橋市>

堀越運輸株式会社
社 長

<前橋市>

石塚 安民

上田 敏夫

八下田 勝

小川 学士

武井 宏

関口 宣男

堀越 泰毅

株式会社 ボルテックスセイグン
社 長

<群馬県安中市>

株式会社 伊勢崎運輸
社 長

<群馬県伊勢崎市>

群馬県トラック協会 佐波伊勢崎支部
支部長

<群馬県伊勢崎市>

株式会社 新鮮便
社 長

<群馬県伊勢崎市>

ヨシダ急送株式会社
社 長

<群馬県桐生市>

群馬県トラック協会 高崎支部
支部長

<群馬県高崎市>

ＧＫＵ株式会社
社 長

<群馬県高崎市>

群馬県トラック協会 館林支部
支部長

<群馬県館林市>

ヤタガワ物流サービス株式会社
社 長

<群馬県館林市>

武井 宏

橋本 力

橋本 力

佐藤 稔也

吉田 徹

山田 雅夫

川手 和義

谷田川敏幸

谷田川敏幸
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群馬県トラック協会 大間々支部
支部長

<群馬県みどり市>

根本運送株式会社
社 長

<群馬県みどり市>

群馬県トラック協会 吾妻支部
支部長

<群馬県中之条町>

高山運輸倉庫株式会社
社 長

<群馬県高山村>

アサヒロジスティクス株式会社
社 長

<さいたま市大宮区>

一般社団法人 埼玉県トラック協会
会 長

<さいたま市大宮区>

篠崎運輸株式会社
社 長

<さいたま市大宮区>

日生流通運輸倉庫株式会社
社 長

<埼玉県上尾市>

狭山･入間事業用自動車交通安全協会
会 長

<埼玉県入間市>

石田運送株式会社
社 長

<埼玉県春日部市>

トーエイ物流株式会社
社 長

<埼玉県久喜市>

株式会社 ワンロジスティクス
社 長

<埼玉県熊谷市>

清水運輸グループ
社 長

<埼玉県志木市>

マルタケ運輸株式会社
社 長

<埼玉県草加市>

大沢運送株式会社
社 長

<埼玉県東松山市>

ＡＺ－ＣＯＭ丸和ホールディングス株式会社
社 長

<埼玉県吉川市>

株式会社 出版産業
社 長

<埼玉県三芳町>

一般社団法人 千葉県トラック協会
会 長

<千葉市美浜区>

株式会社 根本運送
社 長

<千葉県香取市>

安房運輸株式会社
社 長

<千葉県君津市>

湾岸高速運輸株式会社
社 長

<千葉県君津市>

株式会社 仁和運送
社 長

<千葉県流山市>

ビー･カーゴワークス株式会社
社 長

<千葉県松戸市>

有限会社 八千代運送
社 長

<千葉県八千代市>

株式会社 タイセイ物流
社 長

<東京都足立区>

信濃運輸株式会社
社 長

<東京都江戸川区>

柴又運輸株式会社
社 長

<東京都江戸川区>

東亜物流株式会社
社 長

<東京都江戸川区>

八武崎運送株式会社
社 長

<東京都江戸川区>

株式会社 浅井
会 長

<東京都大田区>

山口 和男

根本 正樹

安原 賢一

都筑 雅彦

横塚 元樹

瀬山 豪

篠嵜 元久

吉澤 仁

川島 満

石田 幸良

遠藤 長俊

井ノ瀬広和

清水 英次

武田 功

大澤 隆

和佐見 勝

渡邉 留雄

池田 和彦

根本 勝雄

石川夕伎夫

石川 偉夫

長澤 章裕

波田 雅文

福島 昇

高久 栄男

林 俊彦

橋場広太郎

森本 勝也

八武﨑秀紀

浅井 隆

株式会社 金城運輸
社 長

<東京都大田区>

共立輸送株式会社
社 長

<東京都江東区>

ケイアイ株式会社
社 長

<東京都江東区>

株式会社 ソニックフロー
社 長

<東京都江東区>

結城運輸倉庫株式会社
社 長

<東京都江東区>

一般財団法人 環境優良車普及機構
会 長

<東京都新宿区>

関東運送事業協同組合
理事長

<東京都新宿区>

七福運送株式会社
社 長

<東京都新宿区>

首都圏キット利用協同組合
理事長

<東京都新宿区>

有限会社 正運社運送店
社 長

<東京都新宿区>

（順不同）（順不同）

公益社団法人 全日本トラック協会
会 長

<東京都新宿区>

東陸事業協同組合
理事長

<東京都新宿区>

日本貨物運送協同組合連合会
会 長

<東京都新宿区>

株式会社 中央梱包運輸
社 長

<東京都杉並区>

やよい運送株式会社
社 長

<東京都杉並区>

株式会社 ジェイアール東日本物流
社 長

<東京都墨田区>

全国赤帽軽自動車運送協同組合連合会
会 長

<東京都台東区>

京極運輸商事株式会社
社 長

<東京都中央区>

公益財団法人 交通遺児等育成基金
会 長

<東京都千代田区>

引越専門協同組合
理事長

<東京都千代田区>

南日本運輸倉庫株式会社
社 長

<東京都中野区>

金城 利光

高畑 幸司

松島 淳

西脇 昌

結城 賢進

岩村 敬

木村 琢

鈴木 祥太

伊藤 和夫

甲斐野栄一

坂本 克已

村山 正治

御手洗 安

臼倉 善行

田辺 一郎

野口 忍

倉坂 正道

立岩 敦

小幡 政人

北澤 聡

大園圭一郎

株式会社 商運サービス
社 長

<東京都練馬区>

一般社団法人 日本港運協会
会 長

<東京都港区>

渡邊倉庫運送株式会社
社 長

<東京都港区>

リファーシステムジャパン株式会社
社 長

<東京都目黒区>

一般社団法人 東京都トラック協会 多摩支部
支部長

<東京都国立市>

北多摩運送株式会社
社 長

<東京都立川市>

多摩運送株式会社
会 長

<東京都立川市>

株式会社 フットライトコーポレーション
社 長

<東京都八王子市>

株式会社 ＮＴＳロジ
社 長

<東京都東久留米市>

千代田運輸株式会社
社 長

<東京都日野市>

デリバリーサービス株式会社
社 長

<東京都府中市>

日本ＷｅＰ流通株式会社
社 長

<東京都武蔵村山市>

一般社団法人 神奈川県トラック協会
会 長

<横浜市港北区>

萬運輸株式会社
社 長

<横浜市鶴見区>

山神運輸工業株式会社
社 長

<横浜市中区>

川崎運送株式会社
社 長

<川崎市川崎区>

内外液輸株式会社
社 長

<川崎市川崎区>

株式会社 山紀
社 長

<相模原市中央区>

協同組合 アツリュウ
理事長

<神奈川県厚木市>

公益社団法人 長野県トラック協会
会 長

<長野市>

長野通運株式会社
社 長

<長野市>

佐久間恒好

久保 昌三

渡邊 祥二

村田 哲朗

笠原 史久

尾㟢 寿雄

齋藤 貢

亀田 康一

笠原 史久

水野 功

志村 直純

安田 修

吉田 修一

東海林憲彦

氏郷 敏章

髙橋 浩治

伊藤 貴康

佐藤 勝利

藤木 幸二

小池 長

宮崎 秀夫

佐久地区輸送協議会
会 長

<長野県佐久市>

中信トラック協同組合
理事長

<長野県松本市>

信濃物流株式会社
社 長

<長野県川上村>

みゆき野運輸株式会社
社 長

<長野県木島平村>

株式会社 新潟食品運輸
社 長

<新潟市江南区>

公益社団法人 新潟県トラック協会
会 長

<新潟市中央区>

新潟地方交通共済協同組合
理事長

<新潟市中央区>

中越運送株式会社
社 長

<新潟市中央区>

中越通運株式会社
社 長

<新潟市中央区>

株式会社 新潟丸和運輸
社 長

<新潟市東区>

新潟陸運株式会社
社 長

<新潟市東区>

西川運輸興業株式会社
社 長

<新潟市東区>

株式会社 中之島交通
社 長

<新潟県長岡市>

朝日物流株式会社
社 長

<新潟県村上市>

一般社団法人 富山県トラック協会
会 長

<富山市>

中交協富山県支部
支部長

<富山市>

株式会社 朝日運輸
社 長

<富山県射水市>

株式会社 荒木運輸
社 長

<富山県射水市>

トナミ運輸株式会社
社 長

<富山県高岡市>

一般社団法人 石川県トラック協会
会 長

<金沢市>

上田運輸株式会社
社 長

<石川県小松市>

中嶋 剛登

丸山 照二

油井 孝夫

山﨑 克彦

井越 鉄雄

小林 和男

土岐 賢夫

中山元四郎

中山 和映

和田 正人

土岐 賢夫

西川 武司

松田 隆

髙橋 正男

髙田 和夫

髙野美津男

佐野 太一

荒木 一義

髙田 和夫

久安 常信

上田 真

久安重機運輸株式会社
会 長

<石川県白山市>

一般社団法人 福井県トラック協会
会 長

<福井市>

中交協福井県支部
支部長

<福井市>

一般社団法人 静岡県トラック協会
会 長

<静岡市駿河区>

公益財団法人 東海交通遺児を励ます会
会 長

<名古屋市熱田区>

中部交通共済協同組合
理事長

<名古屋市中区>

愛知県貨物運送協同組合
理事長

<名古屋市瑞穂区>

愛知県高速道路交通安全協議会
会 長

<愛知県みよし市>

一般社団法人 愛知県トラック協会
会 長

<愛知県みよし市>

三重県交通共済協同組合
理事長

<津市>

一般社団法人 三重県トラック協会
会 長

<津市>

北進運輸株式会社
社 長

<三重県桑名市>

山田運送株式会社
社 長

<大津市>

滋賀運送株式会社
社 長

<滋賀県甲賀市>

甲西陸運株式会社
社 長

<滋賀県湖南市>

京阪運輸株式会社
社 長

<滋賀県湖南市>

太陽運輸株式会社
社 長

<滋賀県長浜市>

株式会社 滋賀ユニック
社 長

<滋賀県東近江市>

大興運輸サービス株式会社
会 長

<滋賀県東近江市>

びわ貨物運送株式会社
社 長

<滋賀県彦根市>

東亜貨物株式会社
社 長

<滋賀県彦根市>

一般社団法人 滋賀県トラック協会
会 長

<滋賀県守山市>

株式会社 京三運輸
社 長

<京都市伏見区>

一般社団法人 京都府トラック協会
会 長

<京都市伏見区>

株式会社 陽光
社 長

<大阪市北区>

日本ローカルネットワークシステム協同組合連合会 近畿地域本部
本部長

<大阪市北区>

北港運輸株式会社
社 長

<大阪市此花区>

一般社団法人 大阪府トラック協会 海上コンテナ部会
部会長

<大阪市城東区>

一般社団法人 大阪府トラック協会
会 長

<大阪市城東区>

久安 常信

清水 則明

清水 則明

佐野 寛

吉野 雅山

鈴木 基浩

鷹見 正彦

青木 均

寺岡 洋一

小谷まゆみ

小林 俊二

中川 進治

山田 英樹

丸山 裕史

甲斐切 稔

岡田 隆

竹備 裕二

和田 壮司

坂本 克已

西村 嘉次

与儀 実仁

松田 直樹

蒔田 良夫

平島 竜二

髙野 寛人

吉田 正則

古谷 裕子

山口与嗣雄

坂田 喜信
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と
し
た
り
、
右
折
し
よ
う
と
し

て
い
る
車
を
後
続
車
が
ク
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
せ
か
し
た
り
す
る
光

景
が
見
ら
れ
た
。
付
近
の
建
物

に
は
ま
ば
ゆ
い
光
を
放
つ
街
頭

ビ
ジ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
、
ド
ラ

イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
よ
そ
見
を

し
が
ち
だ
。
通
行
人
が
多
い
割

に
青
信
号
の
間
隔
が
短
く
、
残

存
横
断
者
も
少
な
く
な
い
。

14
件
の
事
故
は
い
ず
れ
も
軽

傷
だ
が
、
追
突
が
６
件
、
右
折

時
衝
突
も
２
件
発
生
し
て
い

る
。

南
北
に
走
る
明
治
通
り
と
東

西
に
伸
び
る
表
参
道
通
り
が
直

角
に
交
差
す
る
十
字
路
。
交
差

点
か
ら
東
方
面
は
緩
や
か
な
下

り
坂
、
西
方
面
へ
は
緩
や
か
な

上
り
坂
と
な
っ
て
い
る
。

周
辺
は
原
宿
や
表
参
道
と
い

っ
た
若
者
に
人
気
の
繁
華
街
が

あ
り
、
日
中
は
車
両
、
自
転

車
、
歩
行
者
い
ず
れ
も
非
常
に

多
い
。

運
転
マ
ナ
ー
の
悪
い
車
が
多

く
、
交
差
点
内
や
横
断
歩
道
内

で
無
理
や
り
Ｕ
タ
ー
ン
し
よ
う

都
営
大
江
戸
線
・
赤
羽
橋
駅

の
出
口
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、

付
近
の
歩
行
者
は
多
い
。
広
い

道
路
越
し
に
東
京
タ
ワ
ー
が
見

え
、
芝
公
園
や
増
上
寺
と
い
っ

た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
外
国
人
に

人
気
の
ホ
テ
ル
も
近
い
た
め
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
撮
影
に

夢
中
に
な
っ
て
い
る
外
国
人
観

光
客
が
多
い
。
信
号
を
無
視
し

て
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
乗
る

外
国
人
も
目
に
付
く
。

左
折
し
よ
う
と
す
る
車
が
急

に
飛
び
出
す
歩
行

者
に
気
付
い
て
急

ブ
レ
ー
キ
を
掛

け
、
驚
い
た
後
続

車
が
ク
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
鳴
ら
す
ケ
ー

ス
が
頻
繁
に
見
ら

れ
る
。

通
行
時
に
は
前

方
の
確
認
や
適
切

な
減
速
に
加
え
、

ル
ー
ル
を
無
視
し

た
り
、
ス
マ
ホ
の

操
作
に
夢
中
で
周

囲
を
見
て
い
な
か

っ
た
り
す
る
人
々

に
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

南
北
に
走
る
国
道
１
号
と
東

西
に
走
る
都
道
外
苑
東
通
り
が

交
わ
り
、
更
に
北
東
方
向
か
ら

都
道
３
０
１
号
が
接
続
す
る
変

則
５
差
路
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
横

断
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

各
道
路
は
片
側
３
車
線
以
上
あ

り
、
車
道
幅
員
も
広
い
大
規
模

交
差
点
で
、
交
通
量
は
多
い
。

死
亡
・
重
傷
事
故
は
ゼ
ロ
だ

が
、
軽
傷
事
故
が
14
件
発
生
。

最
も
多
い
の
は
追
突
で
６
件
、

右
折
時
衝
突
も
３
件
あ
っ
た
。

道
路
越
し
に
東
京

タ
ワ
ー
が
見
え
る

人
気
の
撮
影
ス
ポ

ッ
ト

５位 神宮前交差点(東京)５位 神宮前交差点(東京)５位 神宮前交差点(東京)

マナー悪い運転めだつ

５位 赤羽橋交差点(東京)５位 赤羽橋交差点(東京)５位 赤羽橋交差点(東京)

スマホに夢中 観光客多く

（
面
担

三
田
澪
）

天
王
寺
区
）
、
同
率
５
位
に
は

神
宮
前
交
差
点
（
東
京
都
渋
谷

区
）
、
赤
羽
橋
交
差
点(

港
区)

な
ど
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

て
い
る
。

全
国
ワ
ー
ス
ト
５
も
発
表
し

て
お
り
、
３
位
に
「
常
連
」
の

谷
町
９
丁
目
交
差
点
（
大
阪
市

損
保
協
な
ど
の
ま
と
め
に
よ

る
と
、
23
年
の
全
国
の
人
身
交

通
事
故
30
万
７
９
０
３
件
の
う

ち
、
交
差
点
事
故
は
17
万
６
５

６
２
件
で
、
57
・
３
％
を
占
め

る
。
ま
た
、
交
通
事
故
の
全
死

者
数
２
６
７
８
人
の
う
ち
48
・

５
％
の
１
２
９
９
人
が
交
差
点

で
命
を
落
と
し
て
い
る
。
に
ぎ

わ
い
の
中
心
で
あ
り
な
が
ら
、

交
通
事
故
死
が
集
中
す
る
高
リ

ス
ク
地
点
で
も
あ
る
の
だ
。

全
国
事
故
多
発
交
差
点
マ
ッ

プ
は
、
損
保
協
と
全
国
の
地
方

新
聞
社
が
連
携
し
て
47
都
道
府

県
の
人
身
事
故
デ
ー
タ
を
調
査

・
集
約
し
、
毎
年
秋
に
公
表
し

リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
も
認
識

し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

損
保
協
業
務
企
画
部
の
平
野

幸
夫
担
当
課
長(

取
材
時
点)

は

「
事
故
多
発
交
差
点
マ
ッ
プ
の

認
知
度
が
上
が
っ
た
こ
と
で
、

道
路
管
理
者
に
よ
り
路
面
表
示

や
矢
印
信
号
の
設
置
、
植
栽
の

伐
採
な
ど
の
改
善
対
策
が
な
さ

れ
、
事
故
が
減
少
し
て
い
る
交

差
点
も
あ
り
、
安
全
・
安
心
の

街
づ
く
り
の
一
助
と
な
っ
て
い

る
一
方
新
駅
や
バ
イ
パ
ス
の

開
通
、
商
業
施
設
の
新
設
な
ど

で
人
や
車
の
流
れ
が
変
わ
り
、

新
た
に
事
故
多
発
交
差
点
と
し

て
マ
ッ
プ
に
登
場
す
る
箇
所
も

増
え
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

更
に
｢

現
在
、
マ
ッ
プ
に
掲

載
が
な
く
て
も
、
特
に
信
号
の

な
い
交
差
点
で
は
、
飛
び
出
し

や
一
時
不
停
止
な
ど
の
リ
ス
ク

が
常
に
あ
る
。
運
送
事
業
者
は

『
交
通
事
故
の
半
数
以
上
が
交

差
点
で
起
こ
っ
て
い
る
』
と
い

う
意
識
を
常
に
持
っ
て
、
マ
ッ

プ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
に
役
立

て
て
ほ
し
い｣

と
話
し
て
い
る


事
故
多
発
交
差
点
と
言
え
ど

も
、
右
左
折
す
る
車
両
は
減
速

し
て
お
り
、
死
亡
事
故
や
重
傷

事
故
に
至
る
ケ
ー
ス
は
少
な

い
。
東
京
都
と
大
阪
府
の
ワ
ー

ス
ト
５
交
差
点
を
見
て
も
、
死

亡
事
故
は
ゼ
ロ
た
だ
重
傷
事

故
は
東
京
都
で
計
５
件
な
の
に

対
し
、
大
阪
府
で
は
14
件
と
３

倍
近
く
で
、
地
域
特
性
に
応
じ

た
予
防
対
策
検
討
も
必
要
だ
。

ま
た
、
長
居
交
差
点
の
よ
う

に
、
過
去
に
登
場
し
た
こ
と
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
国
ワ

ー
ス
ト
と
な
っ
た
箇
所
も
あ

る
。
新
し
い
町
や
商
業
施
設
が

で
き
て
環
境
が
変
わ
り
、
事
故

繁
華
街
と
住
宅
街
の
間
に
あ

り
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
頻
繁

に
通
行
。
交
差
点
近
く
で
は
商

業
施
設
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
工
事
車
両
の
出
入
り
も

あ
る
。
明
治
通
り
や
都
道
で
は

配
送
車
両
の
駐
停
車
も
多
い
。

23
年
の
事
故
発
生
件
数
が
19

件
で
、
死
亡
事
故
は
な
く
重
傷

も
１
件
の
み
だ
っ
た
が
、
軽
傷

事
故
が
18
件
発
生
。
事
故
類
型

を
見
る
と
、
前
方
不
注
意
に
よ

る
追
突
（
７

件
）
や
出
合
い

頭
の
衝
突
（
４

件
）
が
目
立

つ
。車

両
通
行
量

や
歩
行
者
が
多

く
複
雑
な
形
状

で
あ
る
上
、
停

止
位
置
や
通
行

帯
が
分
か
り
に

く
い
こ
と
も
要

因
の
よ
う
だ
。

池
袋
駅
周
辺
の
繁
華
街
の
北

東
３
０
０
㍍
に
位
置
。
国
道
２

５
４
号
と
明
治
通
り
の
交
差
点

に
、
都
道
（
音
羽
池
袋
線
）
と

区
道
が
接
続
す
る
変
則
６
差
路

で
、
交
差
点
の
上
に
首
都
高
速

道
路
５
号
池
袋
線
と
池
袋
六
ツ

又
陸
橋
が
架
か
り
、
周
辺
に
は

橋
脚
が
連
な
る
た
め
見
通
し
が

悪
い
。
21
年
の
事
故
多
発
交
差

点
マ
ッ
プ
で
も
全
国
ワ
ー
ス
ト

２
位
に
入
っ
て
い
る
。

変
則
６
差
路
で
見
通
し
悪
く

ワースト 池袋六ツ又交差点(東京)ワースト 池袋六ツ又交差点(東京)ワースト 池袋六ツ又交差点(東京)

複
雑
な
形
状

で
あ
る
上
、

停
止
位
置
や

通
行
帯
が
分

か
り
に
く
い

周辺は原宿や表参道といった若者に人気の繁華街

る
「
全
国
事
故
多
発
交
差
点
マ
ッ
プ
」
は
、

交
通
事
故
の
多
い
交
差
点
の
特
徴
や
事
故
類

型
、
予
防
対
策
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

２
０
２
３
年
版
で
は
東
京
都
豊
島
区
の
「
池

袋
六
ツ
又
交
差
点
」
と
大
阪
市
住
吉
区
の

「
長
居
交
差
点
」
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
と
な
っ

た
。
交
差
点
に
潜
む
危
険
性
や
通
行
時
の
注

意
点
な
ど
に
つ
い
て
検
証
し
た
。

（
吉
田
英
行
、
小
菓
史
和
）

交
差
点
は
人
流
、
物
流
の
結
節
点
で
あ

り
、
街
の
に
ぎ
わ
い
の
中
心
と
も
な
る
場
所

だ
。
道
の
交
差
に
よ
っ
て
活
気
が
あ
ふ
れ
、

産
業
が
生
ま
れ
、
文
化
の
発
信
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。
一
方
で
、
人
身
交
通
事
故
の
半

数
以
上
が
交
差
点
で
発
生
し
て
お
り
、
多
く

の
人
や
モ
ノ
、
情
報
が
交
錯
す
る
場
所
だ
け

に
事
故
リ
ス
ク
も
高
い
。
日
本
損
害
保
険
協

会
（
城
田
宏
明
会
長
）
が
毎
年
公
表
し
て
い

特性応じた対策を

23年事故多発交差点ワースト５

順 位順 位

同率
１位

３位

４位

同率
５位

人身
事故
件数

人身
事故
件数

19件

16件

15件

14件

都道
府県
都道
府県

東京

大阪

大阪

大阪

東京

東京

愛知

愛知

大阪

大阪

大阪

名 称名 称

池袋六ツ又

長居

谷町９丁目

谷町４丁目

神宮前

赤羽橋

笹島

折戸

上本町６丁目

梅新東

瓜破

り
、
通
過
車
の

ド
ラ
イ
バ
ー
の

視
野
は
駐
停
車

車
両
の
影
響
を

受
け
や
す
い
。

交
差
点
の
角
が

曲
線
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
擦

り
抜
け
よ
う
と

す
る
自
転
車
や

二
輪
車
を
左
折
車
が
見
落
と
す

と
、
巻
き
込
む
危
険
性
が
高

い
。
交
差
点
に
隣
接
し
て
長
居

公
園
や
Ｊ
リ
ー
グ
の
公
式
戦
が

行
わ
れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ

り
、
人
・
車
と
も
混
雑
す
る
こ

と
が
多
い
。

19
件
の
事
故
の
う
ち
、
重
傷

事
故
は
４
件
起
こ
っ
て
い
る
。

事
故
類
型
で
は
左
折
時
衝
突
が

７
件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
追

突
が
５
件
。
左
折
す
る
車
と
横

断
歩
道
横
断
中
の
自
転
車
と
の

衝
突
、
交
差
点
付
近
で
の
追
突

が
目
立
っ
て
い
る
。

国
道
４
７
９
号
と
府
道
大
阪

高
石
線
の
４
車
線
道
路
同
士
が

交
わ
る
４
差
路
。
07
年
の
調
査

開
始
以
来
、
こ
れ
ま
で
事
故
多

発
交
差
点
マ
ッ
プ
に
入
っ
た
こ

と
は
な
く
、
今
回
初
登
場
で
全

国
ワ
ー
ス
ト
と
な
っ
た
。

地
下
に
は
大
阪
メ
ト
ロ
御
堂

筋
線
の
長
居
駅
が
あ
り
、
４
角

に
駅
の
出
入
り
口
が
あ
る
た

め
、
横
断
歩
道
の
人
通
り
が
多

い
。
す
ぐ
近
く
に
小
学
校
が
あ

り
、
登
下
校
時
に
は
児
童
の
通

行
も
あ
る
。
付
近
に
は
、
バ
ス

停
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が
あ

隣
接
し
て
公

園
や
ス
タ
ジ

ア

ム

が

あ

り
、
人
・
車

と
も
混
雑

ワースト 長居交差点(大阪)ワースト 長居交差点(大阪)ワースト 長居交差点(大阪)左
折
時
巻
き
込
む
危
険
性

エスエーグループ
代 表

<大阪市住之江区>

ソマ運送株式会社
社 長

<大阪市住之江区>

ＺｅｎＧｒｏｕｐ株式会社
社 長

<大阪市中央区>

三星海運株式会社
社 長

<大阪市西区>

富士通運輸興業株式会社
社 長

<大阪市東住吉区>

梅田運輸倉庫株式会社
社 長

<大阪市福島区>

合通ホールディングス株式会社
社 長

<大阪市福島区>

株式会社 サカイ引越センター
社 長

<堺市堺区>

坂中 亮善

杣 正

Ｓ．ヴィヤチェスラブ

小久保昌伸

重 博文

井上 眞吾

大和 隆人

田島 哲康

株式会社 泉州物流サービス
社 長

<堺市中区>

松潮物流株式会社
社 長

<大阪府門真市>

（順不同）（順不同）

えびの興産株式会社
社 長

<大阪府四條畷市>

一般社団法人 兵庫県トラック協会
会 長

<神戸市灘区>

寺本運輸倉庫株式会社
社 長

<兵庫県尼崎市>

上橋 将良

豊山 晶子

吉留 隆一

木南 一志

寺本 雅明

信栄運輸株式会社
社 長

<兵庫県姫路市>

兵庫県トラック協会 西播支部
支部長

<兵庫県姫路市>

株式会社 長田運輸産業
社 長

<兵庫県三木市>

公益社団法人 奈良県トラック協会
会 長

<奈良県大和郡山市>

株式会社 新中央
社 長

<和歌山市>

福永 吉秀

藤尾 健司

高野 清秀

塚本 哲夫

寒川由佳子

公益社団法人 和歌山県トラック協会
会 長

<和歌山市>

株式会社 酒本運送
社 長

<和歌山県有田川町>

岡山県トラック交通共済協同組合
理事長

<岡山市南区>

中国トラック交通共済協同組合
理事長

<広島市西区>

四国交通共済協同組合
理事長

<香川県坂出市>

阪本 享三

阪本 泰寛

重友 利文

小丸 成洋

田中 等

公益社団法人 福岡県トラック協会
会 長

<福岡市博多区>

阪九フェリー株式会社
社 長

<北九州市門司区>

三友通商株式会社
社 長

<福岡県筑紫野市>

公益社団法人 長崎県トラック協会
会 長

<長崎市>

公益社団法人 熊本県トラック協会
会 長

<熊本市東区>

熊本交通運輸株式会社
社 長

<熊本県益城町>

鹿児島共同配車センター事業協同組合
理事長

<鹿児島市>

公益社団法人 沖縄県トラック協会
会 長

<那覇市>

二又 茂明

小笠原 朗

寺﨑 秀嗣

馬場 邦彦

下川公一郎

住永 富司

有村 住美

新城 英一
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